


ゲストOS環境
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ゲストOSは二重系シス
テムで稼働しているこ
とを意識する必要がな
く、シングル環境と同様
に扱えます

ノード０ ノード1

障害復旧時 復旧完了

稼働中稼働中

1.新ノードを設置
2.ケーブルを接続
3.電源 ON

1.自動複製
2.複製完了後自動再配置

冗長化仮想基盤 冗長化仮想基盤

同期

ハートビート

業務ネットワーク

新ノード０ ノード1
同期

複製

ハートビート

業務ネットワーク

新ノード０ ノード1

在庫管理SV①

在庫管理SV①

在庫管理SV②

在庫管理SV②

仮想環境

アプリ
ケーション

LANネットワークで直結された二台のノード上に、専用の冗長化仮想基盤があらかじめ構築されて
います。
ユーザーは仮想基盤上にゲストOSを構築するだけで、二重化環境が自動的に構成され、ノード障害
が発生しても正常なノードへ自動的に移動することによる無停止環境が簡単に構築できます。

二重化システムの動作イメージ

二重化システムはLANネットワーク接続だけのシンプルな構成です。
共有ストレージなどの特別な機材は不要で、ネットワークは自動的にチーミングが構成され耐障
害性が強化されます。
操作はすべて管理用PCからのリモート操作となり、モニタレスで運用できます。

二重化システムのシステム構成

ztC Edge は、万一の障害発生時には故障ユニットごと入れ替え、ケーブルを差し替えて電源を入れる
だけで、複雑な再構築や設定操作の必要はなく、システムを復旧できる「プラグイン復旧機能」を
搭載しています。
より現場に近い環境や遠隔地にあるシステムへの適用にも適しています。

SEレス＊で復旧可能なプラグイン復旧機能（ztC Edge専用機能）

システムの特長

① ２つの異なる生産ラインの在庫管理システムを同じ仮想環境に集約
② 従来シングルサーバで稼働していた環境をそのまま仮想環境に移行し、
　 アプリ改修コストを削減、信頼性を向上

【導入事例】製造工場ラインの在庫管理システム

＊復旧完了後、ライセンス情報の更新作業が必要となります。




